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今月のトピックス 「ＧＤＰ６００兆円目標は株価にプラス」 
 

国株の急落に端を発した同国の景気の先行き不安が拭えないことから、世界同時株安が進行してい

ます。本年前半の専門家の強気見通しをあざ笑うかのように、日経平均株価は９月下旬に昨年末の

終値１万７４５０円を下回ってしまいました。９月上旬に底を打ったと思われましたが、どうやら完全に

底を打ったとは言えないようです。どこまで下がるのかは神のみぞ知ることになりますが、安倍首相は株

価に対してプラスの目標を掲げたことは確かなようです。 

  ９月２４日、安倍首相は「アベノミクスは第２

ステージに移る」と表明。２０２０年に向けて「新

３本の矢」と題して、①希望を生み出す強い経済

＝ＧＤＰ（国内総生産）６００兆円、②夢を紡ぐ

子育て支援＝出生率１．８、③安心につながる社

会保障＝介護離職ゼロの政権運営を進める考え

を述べたのです。この中で株価に対して最も影響

があるのは、①のＧＤＰを６００兆円にすること

です。先取り経済ＮＥＷＳの２０１４年１１月に

「実態経済を伴わない株価の行方は？」と題して、

株価とＧＤＰの関係を述べました。詳しくはその

コラムを参照していただきたいのですが（株価の

見通しははずしてすみません）、簡単にいえばＧ

ＤＰと株式市場の時価総額はリンクする傾向が強いのです。 

２０１４年度の名目ＧＤＰは約４９０兆円（速報値）ですから、金額にして１１０兆円、率にして約２

２％もＧＤＰを増やすことになります。本当に増やせるのかはさておき、９月３０日現在の東京証券取引

所第１部の時価総額が５１５兆円。目標通りに、ＧＤＰが６００兆円になったとすれば、金額にして８５

兆円、率にして１６．５％も時価総額が増えることになります。同日の日経平均株価は１万７３８８円な

ので、１６．５％上昇したとしたら２万２５７円まで上昇することになります。たった２万円かと思われ

るかもしれませんが、２万円は最低ラインと考えられます。過去のＧＤＰと時価総額の関係を調べると、

日経平均株価が史上最高値を付けた１９８９年には、時価総額はＧＤＰの１４２％まで増えているのです

（だからバブルだったと言えなくもいなですが）。仮にバブル期のようなことが起こったと仮定したら、

時価総額は、目標とするＧＤＰ６００兆円の１４２％増で８５２兆円。先の時価総額５１５兆円を基に試

算すると時価総額は１６５％増になります。９月３０日の日経平均株価１万７３８８円をあてはめるとＧ

ＤＰが６００兆円になった暁には、最高で２万８７６６円まで上昇するかもしれないのです。夢幻となる

のか、実現されるのか２０２０年が違った意味で楽しみになってきました。足下の株価低迷を嘆く必要は

全くないのかもしれません・・・。 
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